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1111．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 汽水湖におけるシジミの生息数は多く，かつて湖沼

における漁獲量は約 3 万トンであったが 1)，近年は約そ

の半分にまで減少している．一方，シジミの生息に対

して湖内の塩分，水質環境が重要である．そのため，

シジミ漁獲量減少原因の 1 つとして水質環境の変化が

考えられる．さらに，汽水湖において，流入河川や流

出する海域における水理学的挙動及び気象，水文条件

の変化によって，湖内の塩分濃度が時々刻々と変動し

ている．塩分変動が DO，栄養塩といった水質へ影響を

及ぼす事が既往の研究によりわかっている 2)．そこで，

本研究では湖内総塩分量の時間変動を定量化すること

を目的とし，塩分，水質挙動に関する連続測定を湖内

の 5 地点で行った．この観測から得られた結果及び，

流入河川流量，海水流入量との関係について考察を行

った．  

2222．．．．調査対象調査対象調査対象調査対象    

十三湖は青森県五所川原市，つがる市，中泊町に隣

接する汽水湖であり，面積が 18.06 km
2，最大水深は 3m，

主な流入河川は岩木川となっており，水戸口より日本

海に流出している．岩木川は幹線流路延長 102km，流

域面積 2,544km
2の 1 級河川である．十三湖ではシジミ

の漁獲高が日本のおける全湖沼中 2 位となっており，

かつ全漁獲高の 99%をシジミがしめている 1)．そのため，

十三湖において，シジミは産業の中心となっている．  

3333．．．．現地観測現地観測現地観測現地観測    

3333．．．．1111．．．．観測方法観測方法観測方法観測方法    

 測定器を湖内に設置して連続計測を行った．図-1 は

設置型観測機による測定地点を示し，地点 A～E を設置

型観測機による測定地点とした．地点 A には湖底から

0.4m と 2.0m の位置に塩分計を，地点 B，C には湖底か

ら 0.2mの位置に塩分計を，地点 D には湖底から 0.2m，

0.4m，1.0m の位置に塩分計を，さらに 0.4m の位置に溶

存酸素計を，地点 E には湖底から 0.2m，0.40m の位置

に塩分計を設置した．実施期間はシジミの産卵時期を

含めた 6 月から 10 月とした． 

3333．．．．2222．．．．観測結果観測結果観測結果観測結果    

図-2 は若宮観測所より上流に位置する，五所川原地

点における岩木川の流量を示す．図-3 は C 地点におけ

る湖底から 0.23m に位置する塩分値と D 地点における

湖底から 0.4m に位置する 6 月 10 日から 10 月 12 日ま

での塩分値測定結果を示す．図-4 は図-3と同様の時系

列における，D 地点での湖底から 0.4m での DO 値の測

定結果を示す． 

4444．．．．解析解析解析解析    

4444．．．．1111    実測値実測値実測値実測値をををを用用用用いいいい湖内塩分量湖内塩分量湖内塩分量湖内塩分量のののの特定特定特定特定    

 連続測定の結果から十三湖内の鉛直的な塩分の分布

を調べた．十三湖の水位との相対的な関係から，  
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図-1 十三湖平面図と測定地点 

図-2 五所川原地点における岩木川流量時系列 

図-3 塩分値測定結果 

図-4 DO 値測定結果 
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測定器の設置標高を求めた．これに基づき標高と塩分

値との関係を 6 月 11 日から 7 月 11 日の期間，5 日ごと

に午前 0 時のデータを用いて調べた．図-5 は一例とし

て，6月 10日午前 0時における塩分の鉛直分布を示す．

このような結果から，湖内の塩分分布は概ね線形近似

できると仮定した．この近似により，各時刻について

求めた塩分の鉛直分布と十三湖の測量から得られた標

高-体積データを用いて，湖内の総塩分量を特定した．

このモデルを式(1)に示す． 
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ここで，ΔV(zi)：標高 ziにおける0.05m区間の湖の容積，

C(zi)：標高 ziにおける塩分濃度，S：湖内総塩分量，ま

た i＝1，n における zの位置をそれぞれ湖底，水面とし

た． 

4444．．．．2222    流量流量流量流量データをデータをデータをデータを用用用用いたいたいたいた塩分流入量塩分流入量塩分流入量塩分流入量のののの推定推定推定推定    

 湖内の塩分を解析するために水戸口の流量が必要で

ある．本研究では以下の式を用いて水戸口流量を推定

した． 
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ここで，q1：水戸口流量，q2：河川流入量，A1：十三湖

面積，A2：若宮地点までの岩木川総流域面積，A3：五所

川原地点までの岩木川総流域面積，qg：五所川原地点に

おける岩木川流量，h：十三湖水位を示す．さらに，水

戸口流量から湖内への塩分流入量を以下の式から推定

した． 
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Sin：単位時間(Δt )あたりの流入量あたりの， K：海水

塩分濃度，S2：流入総塩分量をそれぞれ表す．本検討で

は K=33[psu]，Δt=1 時間とし，流入塩分のみを考慮し

た． 

4444．．．．計算計算計算計算結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

 図-6に実測データより求められた，6 月 10 日から 10

月 12 日の時系列における十三湖での総塩分量の時間変

位を示す．図-3 及び図-6 より，D 地点と比較して，C

地点における変動傾向の方が類似していることが確認

できる．また図-7 は水戸口の推定流量より求めた流入

塩分量を示す．なおこの図では，式(6)より得られた 1

時間毎の結果に対して 24 時間の移動平均をとったもの

を示した． 図-6，図-7 より湖内総塩分量と流入塩分量

における変動傾向は概して類似していることが定性的

に確認できる．特に，6 月 10 日から 7 月 7 日，8 月 4

日から 8 月 18 日，9 月 15 日から 9 月 29 日のそれぞれ

の変動傾向は，他の時刻と比較して類似している． 

 図-2と図-6の変動関係には流量増加による総塩分量

の低下，流量減少による総塩分量の上昇という対応が

見られる．この対応関係は，7 月 21 日から 8 月 18 日，

9月15日から9月22日までの期間で顕著に現れている．  

5555．．．．結論結論結論結論    

本研究において現地観測により塩分・水質調査を行

い，得られた結果を用いて，湖内総塩分量の時間推移

を求めた．その結果，湖内総塩分量は河川流入量や流

入塩分量の影響を受けることが確認できた．また，湖

内総塩分量と塩分濃度の変動傾向が地点により異なっ

ているため，この特性についてはさらなる考察が必要

である． 

謝辞謝辞謝辞謝辞：本研究は，岩木川における河川生態学術研究会

の総合的な調査研究の一環として実施されたものであ

る．測量データおよび岩木川流量については，国土交

通省青森河川国道事務所より提出されたものである．  

参考文献参考文献参考文献参考文献：：：： 

1) 中村幹雄：日本のシジミ漁業その現状と問題点，

たたら書房，p26，p28，1997． 

2) 植田真司・川端一史・久松俊一・稲葉次郎・細田

昌広・横山瑞江・近藤邦男(2002)：浅い汽水湖尾

駮沼における塩分躍層構造特性．陸水学雑誌

63：125-134． 

 

図-5 標高と塩分値 

図-6 湖内総塩分量の時系列 

図-7 流量より推定した流入塩分量の時系列 
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